
ユーザ定義アプリケーション設定 

設定例としてフリーソフトウェアの JW_CAD を登録します。 
 

    
 
① 登録名 
登録するアプリケーション名です。ここで登録した名称は、物件複写画面等に使用されます。 
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② アイコン表示名 
アイコン表示で使用するアプリケーション名です。ここで登録した名称は、アイコン表示時に使用されます。 
 
 
 
 
 
③ アプリケーションパス 
実行するアプリケーションプラグラムをフルパスで指定します。フォルダアイコンをクリックすると参照画面

が表示されます。 
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④ 表示用アイコンパス 
アイコン表示に使用するアイコンを変更したい場合にフルパスで指定します。標準はアプリケーションに内蔵

されているアイコンを使用します。「実行プログラムのアイコンを使用」チェックを OFF にする事で設定可

能になります。フォルダアイコンをクリックすると参照画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ データ保存フォルダ名 
ギアメニューの物件フォルダ下に作成するデータフォルダ名です。ここで指定したフォルダが自動的に作成さ

れデータが保存されます。 
 
 
 
 
 
 
 



⑥ データ拡張子 
登録アプリケーションで使用可能な拡張子を指定します。ここで指定された拡張子が⑤で指定したフォルダ内

に存在すると、ファイル一覧画面に表示されます。 
 
設定時の注意点 
・拡張子は必ず「．」ドットで始まる 
・前後を必ず「“」ダブルクォーテーションで括る 
・複数個指定する場合は必ず「，」カンマで区切る 

 
 
 
 
 
⑦ 新規作成時使用ファイルフォルダ 
登録したアプリケーションでデータを新規作成する場合は、ここで登録されたフォルダ内に存在する⑥の拡張

子を持つファイルを、新規作成時の雛形として使用します。その為の新規作成用の空ファイルを準備しておく

フォルダを指定します。※新規データ作成方法については、P4 を参照 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ ファイルを開く場合のオプションパラメータ 
アプリケーションからファイルを指定して開く場合は、ほとんどの場合がアプリケーションパスの後にオプシ

ョンパラメータとしてファイル名を指定するパターンですが、ファイル名以外のパラメータを設定する必要が

あるアプリケーションの場合に該当するパラメータを指定します。（パラメータについては各アプリケーショ

ンの取扱説明書等をご参照下さい）また、その場合のパラメータの位置も指定します。 

 
 
⑨ ヒント表示 
アイコン上にマウスカーソルを移動させた場合に表示されるヒントメッセージを指定します。何も指定しない

場合は、アプリケーション名が表示されます。 
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登録済アプリケーションからの新規データ作成方法 

 
操作例としてフリーソフトウェアの JW_CAD を使用します。 
 
① 該当のアプリケーションのアイコンをダブルクリックします。 
② 新規作成ボタンをクリックします。 
③ 雛形ファイル選択画面が表示されるので、選択します。 
④ 新規作成ファイル名を指定します。 
⑤ 該当アプリケーションが起動するので作業をして保存します。 
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